
重度訪問介護従業者養成研修シラバス

(追加課程）

Ⅰ講義

科目 項目 時間(h) 目的及び内容

＜目的＞
・業務において直面する頻度の高い障がい・疾病につい
て理解するとともに、介護職としての支援の方法を理解
する

＜内容＞
・肢体不自由者（児）の原因疾患及び症状の理解
・医療・看護との連携の必要性
・非医行為の範囲
・医療機器、医療用具の使用目的や使用上の留意点
・褥そう予防に関する基礎的な理解
・介護におけるリハビリテーションの視点
・ターミナルケアの考え方　等

＜目的＞
・コミュニケーション技術について理解する

＜内容＞
・他者理解と共感、受容
・言語コミュニケーションと非言語コミュニケーション
・重度肢体不自由者とのコミュニケーション

＜目的＞
・緊急時における対応及び危険防止のための留意点等に
ついて理解する

＜内容＞
・緊急時における連絡・連携と介護職員の役割
・事故防止のための留意点
・事故時の対策
・安全な食事介助
・介助者自身の体の保護　等

Ⅱ実習

重度の肢体不自由者の
介護サービス提供現場
での実習

4

・重度肢体不自由者の介護を体験する

※全身性障がい者（児）当事者を含めた演習方式で実施
することも可

緊急時の対応及び危険
防止に関する講義

2

4

コミュニケーションの
技術に関する講義

2

医療的ケアを必要とす
る重度訪問介護利用者
の障がい及び支援に関
する講義


